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視
察
研
修
先
の
概
要

①
エ
ス
ポ
岩
盤
研
究
所

（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

　

エ
ス
ポ
岩
盤
研
究
所
は
、
オ
ス

カ
ー
シ
ャ
ム
自
治
体(

首
都
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
か
ら
南
西
約
３
４
０
ｋ

ｍ)

に
立
地
す
る
。
使
用
済
燃
料
の

地
層
処
分
に
向
け
た
研
究
・
試
験
な

ど
を
目
的
に
、
１
９
９
５
年
に
原
子

力
発
電
事
業
者
４
社
が
協
同
出
資
す

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
核
燃
料
・
廃
棄
物

管
理
会
社
（
Ｓ
Ｋ
Ｂ
社
）
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
た
。

　

地
層
処
分
と
は
原
子
力
発
電
所
か

ら
出
た
使
用
済
燃
料(

高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物)

を
最
終
的
に
処
分
す

る
た
め
、
地
下
３
０
０
ｍ
以
上
の
深

い
岩
盤
の
中
に
埋
設
し
て
隔
離
す
る

方
法
で
、
日
本
を
は
じ
め
各
国
で
採

用
さ
れ
て
い
る
。

　

当
研
究
所
は
、
地
下
４
５
０
ｍ
の

坑
道
で
の
地
質
学
的
な
調
査
研
究
に

加
え
、
実
用
レ
ベ
ル
の
工
学
的
な

様
々
な
調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
的
な
共
同
研
究
も
多
く

手
掛
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
成

果
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
各
国

の
最
終
処
分
事
業
に
も
活
か
さ
れ
て

い
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
と
も
に
最
終
処
分
地
が
既
に

決
定
し
て
お
り
、
エ
ス
ト
ハ
ン
マ
ル

と
い
う
別
の
自
治
体
が
選
ば
れ
て
い

る
。
最
終
処
分
地
と
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
最
終
の
２
候
補
地
に
残
っ
た

当
自
治
体
は
、
事
前
調
査
を
活
か
し

た
モ
デ
ル
施
設
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

　

最
終
処
分
地
決
定
に
至
る
経
緯
を

伺
う
中
で
、
多
く
の
住
民
に
当
研
究

所
の
視
察
を
通
し
て
安
全
性
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る
必
要

性
を
強
調
し
て
い
た
。

②
フ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
自
治
体（

ド
イ
ツ
）

　

フ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
自
治
体
は
首
都

ベ
ル
リ
ン
か
ら
南
西
約
60
ｋ
ｍ
に
位

置
す
る
人
口
約
１
３
０
人
の
農
業
を

中
心
と
す
る
小
さ
な
村
だ
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
国
の
ド
イ
ツ
に

お
い
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
自

給
の
村
」
と
し
て
国
内
で
重
要
な
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
拠
点
の
一
つ
と
な
っ

て
お
り
、
毎
年
３
千
人
以
上
の
見
学

者
が
世
界
中
か
ら
訪
れ
て
い
る
。

　

１
９
９
０
年
代
に
個
人
が
売
電
目

的
で
村
に
風
力
発
電
設
備
を
建
設
し

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
地
元

の
民
間
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業

が
村
人
か
ら
土
地
を
借
り
、
50
基
を

越
え
る
風
力
発
電
と
大
規
模
な
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
。
さ
ら
に
は
地

元
農
協
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
設

備
も
設
置
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
一
大
生
産
拠
点
と
な
っ
て

も
、
自
分
た
ち
の
使
う
電
気
は
、
配

電
会
社
か
ら
原
子
力
や
火
力
を
含
む

高
い
価
格
の
電
気
を
買
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
住
民
、
自
治
体
、
再
エ

ネ
企
業
が
出
資
す
る
会
社
（
フ
ェ
ル

ト
ハ
イ
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈲
）を
設
立
。

配
電
会
社
の
配
電
網
と
は
別
に
、
域

内
に
独
自
の
配
電
網
と
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
排
熱
の
熱
導
管
を
設
置
し
、
全

35
世
帯
に
電
気
と
熱
を
供
給
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
す
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｅ
Ｕ
と
州

政
府
か
ら
相
応
の
支
援
を
受
け
、
そ

の
結
果
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
自

給
の
村
」
と
な
る
こ
と
に
成
功
。
電

気
や
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
は
従

来
よ
り
30
％
余
り
の
減
と
な
り
、
村

民
の
約
３
割
が
フ
ェ
ル
ト
ハ
イ
ム
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈲
お
よ
び
関
連
会
社
に
従

事
す
る
な
ど
雇
用
創
出
に
も
寄
与
し

て
い
る
。

視
察
研
修
を
終
え
て

　

今
回
の
視
察
で
一
番
驚
い
た
の

は
、
最
終
処
分
場
の
立
地
を
め
ぐ
る

事
業
者
と
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
で

あ
る
。
事
業
者
自
ら
が
研
究
所
の
地

下
坑
道
を
開
放
し
て
地
域
住
民
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
た
り
、
大
深

度
の
地
下
岩
塩
水
の
持
ち
帰
り
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
日
本
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
地
域
住
民
と
の
信

頼
関
係
の
醸
成
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
は
、
独
自
の
取
り
組
み
で
自

己
完
結
型
の
地
産
地
消
に
成
功
し
て

い
る
事
例
を
興
味
深
く
視
察
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

原
子
力
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る

問
題
は
山
積
し
て
い
て
、
待
っ
た
な

し
の
状
況
下
に
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
や
ド
イ
ツ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

の
先
進
国
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
が
、

日
本
の
答
え
は
我
々
自
身
で
見
つ
け

出
す
し
か
な
い
。
理
想
と
現
実
の
狭

間
の
中
で
、
冷
静
な
判
断
と
行
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

福井県環境・エネルギー懇話会では、エネルギーや原子力について体系的に学ぶエネルギース
クールの一環として、スウェーデンの「エスポ岩盤研究所」とドイツの「フェルトハイム自治体」
への視察研修を行った。「高レベル放射性廃棄物の最終処分」の先進国として既に最終処分地
が決定し、技術的にも世界で最も進んでいるスウェーデンと、「再生可能エネルギー」の先進
国として様々な取り組みが展開されているドイツからの視察研修レポートをお届けする。

福井県環境・エネルギー懇話会　事務局長　西　浩之

スウェーデン「エスポ岩盤研究所」、ドイツ「フェルトハイム自治体」
エネルギースクール 海外視察研修会レポート

【
日　
　
　

程
】

　

平
成
29
年
９
月
３
日
㈰
～10

日
㈰

【
視
察
研
修
先
】

　
「
エ
ス
ポ
岩
盤
研
究
所
」（
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
）、「
フ
ェ
ル
ト
ハ
イ

ム
自
治
体
」（
ド
イ
ツ
）

【
主
催
・
共
催
】

　

主
催
：
福
井
県
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

懇
話
会
、
共
催
：
福
井
商
工
会
議
所
、

福
井
県
経
済
団
体
連
合
会

【
参　

加　

者
】

　

主
催
・
共
催
団
体
の
会
員

お
よ
び
事
務
局 

計
13
名

フェルトハイムの再生可能エネルギー学習センターにて
地元の取り組みについて説明を受ける

フェルトハイムの民間企業が設置した
太陽光発電設備群を見学

7千年前の地下岩塩水の持ち帰りサービスも行っている

エスポ岩盤研究所の地下坑道にて

使用済燃料を封入する銅製キャニスタ（埋設用容器）

fcci information〈会議所情報〉 fcci information〈会議所情報〉


